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①避難場所までの経路    ②避難場所付近の地図 
③避難場所に向かう方向   ④避難場所の名前 
⑤避難場所までの所要時間  ⑥避難場所の標高 
⑦避難場所までの距離    ⑧避難場所の写真 
⑨避難場所の住所・連絡先  ⑩駅に来る津波の予想時間 
⑪駅に来る津波の予想の高さ ⑫駅の標高 
⑬過去の実際の津波浸水区域  ⑭津波に対する心構え 
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評価項⽬ ほぼ毎⽇利⽤する 週に1〜2回利⽤ ⽉に1〜2回利⽤ 年に1〜2回旅⾏で利⽤ ほとんど利⽤しない
①避難ルートをイメージできる 3.00(1.298)
3.29
(1.069)
3.25
(0.967)
3.24
(1.09)
2.89
(1.109)
②避難に必要な情報が⼊っている 3.20(0.951)
3.36
(1.216)
3.44
(0.915)
3.30
(0.996)
3.02
(1.027)
③⼀⽬⾒てすぐに内容を理解できる 3.11(1.15)
3.50
(1.225)
3.08
(1.132)
2.86
(1.073)
2.65
(1.049)
④⼤⼈から⼦どもまで広く理解できる 2.60(1.046)
3.29
(1.204)
2.75
(0.997)
2.59
(1.212)
2.34
(1.001)
⑤安⼼感がある 2.75(1.164)
3.43
(1.399)
3.08
(1.091)
2.95
(1.177)
2.50
(1.046)
⑥この看板を頼りに早く逃げることが出来る 2.90(1.119)
3.64
(1.277)
3.26
(1.075)
3.24
(1.14)
2.82
(1.058)
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比べて、より否定的（厳しく）評価する傾向があった。
これは沿線の土地勘や情報量が少ないため、より多くの
情報を求めるものと推察される。 
 
５．津波避難誘導表示デザイン時の留意点 
 
(1) 基本的な留意事項 
 津波避難誘導表示をデザインする際に，基本的な前提
の留意事項がある．本稿では内容やデザインの話を中心
としているが，表示の掲示場所や位置，特に掲載する地
図の方角と実際の方角を合せておくことが重要であるこ
とは言うまでもない．避難が促進できる内容の表示をデ
ザインしたとしても，掲載されている略図の方向と実際
の方角が合っていなければ，迷ってしまったり，安全で
ないところへ避難してしまったりする恐れがある．方角
問題については表示の内容と密接に関係するため，留意
点として指摘した． 
 
(2)表示のデザイン上のイラストや大きさ 
避難誘導表示に必要な情報として「避難場所までの経
路情報」が最も基本的で重要な項目であることが把握さ
れた．特にその情報については、「イメージできる」も
の，「一目見てすぐに内容が理解できる」もの，「頼り
になる」ものが，より必要とされている．実際の表示を
デザインしていく際にはこの点に留意するため，ピクト
グラムを用いたり， 経路情報を大きく取り扱ったりす
ることが必要であろう．また，情報量が多いと一目で理
解できなくなる可能性もあるので，優先度の高い情報を
中心とし，シンプルなデザインにすることも必要である． 
 
(3)対象の明確化 
 津波避難誘導表示については、路線をほとんど利用し
ない人が厳しく評価する傾向にあることを把握できた．
作成においてはその土地に不案内な人，土地勘がない人
を対象として，デザインすることが重要である．周辺地
域に明るくなければこのような表示に頼らざるを得ず，
この表示の内容によっては安全に避難できるか出来ない
かの岐路にも立たされる．自らの命がかかっていること
であるがゆえ，表示に対しても厳しい目線になる． 
 
６．おわりに 
 
 本稿では駅の津波避難誘導表示について検討を行って
きた．今回の調査では中学生と大学生を軸とする調査に
留まっている．津波避難誘導表示の内容を継続的に検討
していくためには，一般住民など，より広く調査する必
要がある．また，表示に求められる内容については優先
度の高い項目を複数回答で尋ねたが，優先順位で尋ねる
などより詳細に分析する必要もある． 
 今回の調査対象は日本人ばかりであったが，インバウ
ンド対応を考えるのであれば，外国人観光客・訪問者へ
の調査や多国籍対応も検討しなければならない．今回の
新デザイン表示では最低限の英語表記は行っているが，
どこまで外国語表記をしなければならないのか．これら
の点については，今後の研究・実践課題としたい． 
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